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静ゐ僻の4
「抽象作品を通して環境保護

を訴えていきたい。」と熱っぽ

く語る遠賀だるまで有名な境寅

さん。

今年8月の第47回福岡県美術

展覧会（彫刻の都）で調和Bと

いう作品で見事13回目の入選を

果たしました。昭和59年度には

－6年ぶり13回目の県展入選

遠賀だるま

境　　貢さん
（67歳・虫生津新屋敷）

直方市長賞を受け、東京で個展

を開くなど積極的に活躍中。

毎朝8時から裏庭のアトリェ

に入り、夕方5時まで創作に取

り組んでいる寅さん。今までに

仏像103体、お寺を13個、遠賀

だるまは数え切れない程作った

そうで、今では、博多や熊本、

遠くは群馬県から注文があるほ

ど。

「最近は「調和」と「結び」

を課題とした作品づくりに取り

組んでいます。地域開発、宅地

造成などで伐り出され惜しみ無

く焼き捨てられていく樹木。こ

の自然の木を題材とした作品に

何かを感じてほしい。」と「達

磨」を彫りながら語ってくれま

した。



－グノーンルネッサンス北九州91

秋のサークル会員大募集！

広報おんがでは、10月10日号で

秋のサークル会員募集の特集を予

定しています。掲載を希望される

サークルは、次の内容をご記入に

なり、役場企画繰企画調整係まで

お申し込みください。

申込締切　9月30日旧）必着

m内容漢
●サークルの名称

●両軍な紹介文（紙面の部会で全文掲載

できないことがあります）
●練習日と時間

●練習場所

●募集対象

●費用（会費は月会費か年会費か、入会

金の要不要、その他の経費など）
●申込先（氏名、住所、電話番号など）

●活躍中の写真（なくても可、紙面の都

合で掲載できないことがあります）
●その他（特にあれば）

園問い合わせ＝企画課企画調整係
℡（293）1234へ

体が乗りだすカモシロさ。
ビカでリッチなイベント満載

第8回全国都市緑化フェア「グノーンルネッサンス北九州●91」では、9月14

日から11月11日の期間中、会場（若松区響湘緑地）のあちこちで、ご来場の皆

さんかあっと驚くビッグなイベントを繰り広げ、にぎわいと華やかさを演出。

子どもからヤング、お年寄りまで喜んでいただけるバラエティーあふれるイベ

ントで、楽しさとの出会いを提供します。ぜひ一度ご来場ください。

お届けします。白熱のステージ
ジャズ、ロック、ポップス、演歌ま

で幅広いアーティストか登場します。
固定席1．000席で当日会場で整理券を
配ります。
♭問い合わせ＝クリーンルネッサンス
実行委貝会事務局℡（741）4567へ

9月15日（日） �森Iii由加里 

9月16日（月） �たま、クスクス、 ゴーバンス 

9月23日（月） �水前寺清子 

9月29日旧） �荻野目；羊子 

10月4日㈲ �ストロベリー 
まつもと未来など 

10月6日（Bl � 

10月10日的 � 

10月13日（自） �杉山；青書 

10月20日（日） �イルカ 

10月27日旧） �栗田　賃－ 

11月3日（日） �マリーン 

11月4日（月） �斎藤都世子 

11月10日（日〉 �アップビート 

し一一　　　　　　　　　水前寺清子

お国自慢、ふるさとめくり

l毎週土間、艶話潮餌と勘拾ミ脇机

の／21出潮暁∴∴∴i個02的離農i雛高

価／2周囲撤・前橋　　　　棚市下肺
01015出闇黒大輔市川11（2鵬熊i芦軸

髄市∴∴〈川II9出宮i眠・闇市
010／12出醜態嘲痴　　　人商

用Olll的大観・久離櫛

棚・居留居留消費朝議は・役醒課へ
電話勧誘による販売方法は、
訪問販売法が適用されません。
回セールスマンが家具のカタログを「良かったら見てください」

と言って国いて行きました。

そして数日後、電話で「食卓5点セ

ットはいかがでしょうか。たいへん人

気のある商品で、絶対買い得ですよ」

と盛んに勧めます。

ちょうどほしいと思っていたので注

文しましたが、20万円は高いと思うの

で、解約しだいのですが・i…・。

輸送手段や情報伝達手段
S∃Sの発達などにより、商品の販売

方法が多様化しています。

訪問販売や通信販売なども、上手に

国語

利用すれば、消費者にとっても大変便

利なものです。

しかし、このような販売方法の急速

な多様化によって、消費者の方が対応

でさすに、たくさんのトラブルが発生

しています。

また最近では、新聞や雑誌などによ

り、遠隔地の人でも寓話1本で申し込

むことができる通信販売と似た電話勧

誘による販売が問題になっています。

この新しい販売方法は、通信販売が

消費者の申し込み待ちなのに対し、業

者が消費者に電話して契約するという

違いがあります。

例題も、この電話勧誘に当たります

が、この販売は現在、訪問販売法の適

用除外であるため、クーリング・オフ

（契約の無条件解除）ができません。

そのため解約する場合、違約金を払う

ことにもなります。

くれぐれも甘い言葉、うまい話には

注意し、商品を輔入するときには家庭

で話し合い、納得して買うように努め

てください。

〆「



「税務課冨定諾係」

梶香合　岩
山琵口　本

．“：

●代理の人は委任状を．〈／

回父にたのまれて所得額証明書と土地家屋の評価額証明書を請求し

たところ、「委任状か代理権授与通知書

を持参されていますか？」と、窓口職員

のうるさいこと。誰でも手数料を支払え

ば交付されるのではないのですか？

日　個人の所得や資産の資料は課税軍務の必要に基づいて作成された

ものです。

これを、本人の承諾なしに他の人に対

して明らかにすることは、個人の利益や

プライバシーを担うことにもなりかねま

せん。

そのため税務課の窓口では、所得額証

明書や評価額証明書などについては、納

税義務者本人、又は、本人の委任状か代

理権授与通知書をお持ちの人に限って交

付しています。また、申請人が本人、ま

たは代理人であることを確認するため

に、免許証などの提示を求めたりいろい

ろとお尋ねすることもありますが、どう

かこ協力をお願いします。

なお、●車庫証明用の評価証明●車検

用の軽自動車税の納税証明については除

きます。

3

弼室田主審
●と　き＝9月20日㊧～24日㊨の5日間

●ところ＝西日本総合展示場
●入場料＝当日300円　前売250円

●内容＝陶磁器のもつ3つのカテゴリーである「産業」
「芸術」「趣味」を総合的に表現する陶磁器専門見本市。

窯元自ら展示・見本市を展開するコーナーを中′封こその

開催規模は国内では他に類を見ない大規模な催物です。

＜産業＞

●陶磁器見本市・展示・即売

●世界の陶器展

●陶芸機器展

＜芸術＞

●西日本陶芸作家展

●「日本の心」展

＜趣味＞

●アマチュア陶作展

同時開催

『日本の酒展』

全国100余りの酒造元か

ら、清酒、焼酎、泡盛か一

堂iこ揃い、展示・試飲・即

売を行います。当展でお買

い求めになられた銘酒に見

合う「酒器」を西日本陶磁

器フェスタ会場内でお探し

頂くこともできます。

看問い合わせ＝西日本産業貿易見本市協会
℡（511）6848へ

皆さんの声、作品を募集します。
広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（絵・軍費・詩・川柳・イラスト
・4コママンガなど）を馨集していま

す。また、楽しかったこと、悲しかっ

たこと、怒ったことなどを掲載するコ

ーナーも企画しています。作品をどし

どしお寄せください。＞あて先＝今古

賀513遠賀町役場「広報おんが」
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投票区【投票所 ��政　　区　　域 ��3町なもきい身 い9く受るる所る 局“てはと行なは 1遠お、がけど 2質か前では、 

第1投票区 �第1投票所 �島津、若松、鬼津、尾崎、田園、松ノ木、 別府の一部（繰光苑等）、広渡の一部（道官） 

第2技票区 �第2投票所 �広渡（一部を除く）、遠賀IiI、新町、中央、 今古賀、i日侍、別府（一都を除く） 

第3殺票区 �第3投票所 �上別府、浅木、木寺、東和苑、老良、若葉台 

第4投票区 �第4投票所 �虫生活、東町、西町、芙蓉 

●第4投票所 ��●第3投票所 �●第2投票所 ��●第1絶景所 � 
（虫生津公民館） ��（浅木小学校体育纏） �＿（運賃町役場） ��（重患小学校体育越） 

ください。 ∴∴三三 ∴∴∵： �� � �� 

ヽ＼

れ
る
奉
象
も
交
え
て
説
明
し
ま
し
ょ

ス
ノ
o

前
に
述
べ
た
様
な
厳
し
い
自
然
環
境

で
生
き
延
び
る
の
に
、
様
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
棲
家
で
す
が
、
こ
の
時
代
の
竪
穴

式
住
居
の
発
掘
例
は
僅
か
で
す
。
最
近

の
例
と
し
て
は
、
元
近
鉄
球
団
の
梨
園

選
手
の
自
宅
　
（
大
阪
府
）
で
発
見
さ

れ
、
調
査
後
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

僅
少
例
の
竪
穴
式
住
居
が
棲
家
の
主
体

と
は
考
え
難
く
、
比
較
的
に
多
く
発
掘

さ
れ
て
い
る
洞
窟
や
岩
陰
に
住
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
、
石
器
や
焼
成
し
た
石
を

含
む
多
量
の
礫
群
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
や
、

小
さ
な
ピ
ッ
ト
（
柱
穴
・
抗
）
を
円
形

に
配
置
し
た
跡
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
遭
梅
か
ら
、
教
本
の
木

の
枝
を
環
状
に
配
置
し
、
上
蔀
を
円
鐘

状
に
束
ね
、
更
に
上
屋
を
草
木
で
覆
っ

た
簡
単
な
平
地
式
住
居
が
推
定
復
原
さ

れ
ま
す
。
映
画
で
観
ら
れ
る
米
国
原
住

民
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
式
の
家
屋
を
想

像
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
木
々

の
間
に
上
屋
等
を
構
築
し
て
、
雨
露
を

凌
い
で
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
棲
家
か
ら
、
以
下
の
様
な

生
活
様
式
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
洞
窟
や

岩
陰
と
竪
穴
式
住
居
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

的
な
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
自
然
環
塊
（
季
節
）
に
応
じ

て
人
々
は
移
動
し
、
あ
る
い
は
移
動
す

る
動
物
の
後
を
追
っ
て
行
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
少
し
期
間
が
延
び
た
結
果
、

仮
の
棲
家
（
キ
ャ
ン
プ
）
を
構
築
し
た

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
食
燈
を
得
る
た

め
に
集
団
を
形
成
し
、
定
着
（
弥
生
時

代
以
後
に
本
格
的
な
定
着
化
を
す
る
）

す
る
こ
と
な
く
移
動
を
繰
り
返
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
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さ
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－
　
辛
璃
土
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ミ
ニ
チ
ュ
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が
約
百
点
出
土
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
同
様
に
集
落
跡
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
古
墳
時

代
の
終
わ
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頃
か
ら
奈
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時
代
ま
で
が

主
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す
。
特
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注
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さ
れ
る
点
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（
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。
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の
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献
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台
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図

⑧
は
祭
相
異
が
整
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と
並
べ
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れ
て
い

る
写
真
で
、
祭
揚
跡
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
図
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図
⑧
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献
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。
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と
は
事
実
で
し



遠賀町の密集地で火災発生。 －郡内四ケ町合同消火訓練－ 

「9月1日午前8時10分、遠賀町の密集地で火災発生」 
という想定で、郡内各町消防団員232人による合同消火訓 
練が、遠賀川の漕艇場で行われました。 第一報で遠賀町消防団のポンプ車と消防署のスノーケル 

車が現場にかけつけ、放水開始。その後郡内3町の消防団 
に応接を要請。本番さながらの迫力でした。 

一∴∵∴∴ 一一∴∴　　　　　∴∴ 

∴∴∴∵∴　　　　∴ 

薬箋∵蚤ふ、∴∴∴∴：∴∵∴㌻÷∵：∴∴「．－ 

8月25日（日）の午前8時
30分から勤労者体育センタ
ーで町内から10チームが参

加して少女′ヾレーボール大
会が行われました。

決勝戦は予想通り
松の木で争われ、2

鬼津と
－0の

ストレートで鬼津チームが

優勝しました。
●優　勝　鬼津チーム
●準優拐∴松の木チーム
●3　位　広漠チーム

誕語
“広報おんが”では、あなた

の周りの身近な出来事や話題を

待っています。役場の広報担当
までご連絡ください。℡293－1234

★∴i員送 ��主義、小 高「．∴ ∴ �† 当鴫－∴ 

醒た �」 i � � 

拒 聾ム 膿が 縄 �）＼蓋T）へ←‾）“‾「「∴守　　　i　i 

） ｝＿一山∴”‾‾ ∴ぅ ∴冨田FT「瞥∴ 

7月7日（日）の午前8時30分から広渡 

学校体育館で54人が参加して卓球大 
が行われました。 
団体の部圏 
復　職　若松チーム 
準優勝　東和苑チーム 
個人の部囲（優勝者のみ） 
ダブルス　岩本ナセ・増永ます代 

（浅木） 
卓　　●男子シングル河内勇夫（田園） 

球　　　●女子シングル　増永ます代（浅木） 

大　　　●初心者　男子　草野徳彦（浅木） 
A　o　●初心者女子　入江美智代（若松） 
蜜　　　●小学生　A級　大森真吾（浅木） 

一球－　　●小学生B級平見巨億（中央） 

不「

選
手
層
の
厚
さ
で
鬼
津
が
優
勝
。

－
　
　
　
第
9
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会



雲仙購救測こ観ててください。 
ー遠賀町老人クラブ連合会が義援金を寄託－ 

譜’一高卓出囲紘　　　　　　　一／ � 

は」騰麗幣益／▲七島、＿滋灘 I 　n 　li 

9月4日（水）の午前9時に遠賀町老人クラ 
ブ連合会が役場を訪れ、雲仙災害救済に役立て 
てくださいと義援金を高山町長に手渡しまし 

た。いつもお世話になるばかりでなく、私たち 

も何か役に立ちたいと先月の6日から各単位区 

毎に会報などで呼びかけ総額379，569円が集ま 

りました。「同じ町村として深江町の方に寄付 
できるよう、きっそく手配します。」と高山町 

長。今もなお避難所での生活を余儀なくされて 
いる島原市・深江町の皆さんが安心して疎らせ 
る日が一日でも早く来るよう心から願っていま 

す。 

＿SS＿〃■＿○○一書〃＿〃■＿SS 

却2番濁賭事 ���より � 
〇〇°‾〇〇〇‾事〇°‾SO“‾〇〇〇‾〇〇°‾ 

●新刊図書缶入りました。 

∴∴∴ 

tl“一一°““一十I＼ 「冒ヰ‘早 ー÷香1＼1 � 

■照 �∴：　‾ 

先生になりたい男 �の子ふみづさあや i ��・セノく 
スチアンからの電話イ）－ナ・コルン′ェノフ ・生意気ウサギ高柳佐知子・なつのしっは 　　　　ト‾‘● 

椎名誠・なかよしプルートゥォル・ナイス 二一・詩集一生青春やまもと雄大・ふるさと 

は、要　芝田勝茂・失われた時代1930年代への 
旅　長田弘・鰻民の家　遠藤允・ヤドカリとバ 
ラ　ボリス・ザホデール・炭坑仕事唄板 ���西巻 i 
千田鰐＿・生熊平和とアナーキーウルリヒ・ リンゼ・危稔にたつ象徴天皇制一代替り儀式と 

天皇元化一小西誠ほか 

芝の他、色々な分野の本缶入りました。ご利用くだごひ。 

〃開鑑時間　9：30－18：00 

○休館日　月曜日・祝日 
○電話293－1356 葛〇°“‾ 

「ヽ

8月25日（日）の午前8

時30分から総合運動公園グ
ラウンドで16チームが参加

して少年ソフトボール大会

が行われました。決勝では、
エース攻入の松の本チーム

が8－0で遠賀川チームを

破り優勝しました。
●優　勝　松の木チーム
●準優勝　遠賀川チーム
●3　位　田園チーム

8月18日（日）の午前8時30分から勤労者体
育センターで18チームが参加して綱引き大会
が行われました。一般男子の部で優勝候補の
老良チームが浅木チー
ムに破れる波乱。波に
乗った浅木チームが初
優勝を飾りました。
囲一触男子の部囲
●優勝浅木チーム●準
優勝広渡チーム

囲一般女子の部圃
●優勝老良チーム●準
優勝千代丸チーム
国小学生男子の都田
●優勝老良チーム●準
優勝東和宛チーム

圏小学生女子の部国
●優勝東和苑チーム

エ
ー
ス
投
入
。
松
の
本
が
∨

－
　
　
　
　
第
9
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

老
良
チ
ー
ム
の
3
連
覇
な
ら
ず

渋
木
チ
ー
ム
念
願
の
初
＞

－
　
　
　
　
第
3
回
遠
賀
町
綱
引
大
会



9員

平成4年臓福岡県民手帳の
購入予約を始めました。
福岡県では、10月末に発売予定の県民手帳の

購入予約を始めました。仕事やレジャー、日常

生活にすぐに役立つ資料を集録、県内の文化施

設、観光ガイド、工芸品・民芸品紹介などの内

容を充実しました。購入を希望される人は地区

回覧で申込みくたさい。また、役場企画課でも

受け付けています。

〆

諺
第
〇
配
置

馬
頭
畠
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
へ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

－
　
遠
賀
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
年
々

利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ

れ
て
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
も
目
立
っ
て

き
て
い
ま
す
。
清
掃
を
か
ね
た
ハ
イ
キ

ン
グ
、
家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
と
　
き
）
9
月
1
6
日
（
月
）
の
午
前

9
時
か
ら

●
集
合
場
所
）
遠
賀
町
役
場
前
広
場

●
持
っ
て
く
る
も
の
）
弁
当
、
水
筒
、

雨
具

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
松
井
　
登

（
尾
崎
）
℡
（
2
9
3
）
0
3
5
3
へ

ま
す
・
作
品
の
説
明
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
・
著
作
権
は
、
組
合
に
帰
属
し
ま
す

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
・
中
間

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務

係
℡
（
2
9
3
）
3
5
8
1
へ

選
管
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
の
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
組
合

の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

（
組
合
葦
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま

す。●
応
募
資
格
）
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

●
応
募
締
切
）
日
月
0
0
日
（
土
）
ま
で

●
表
　
彰
）
最
擾
秀
営
1
点
…
賞
金
5

万
円
、
優
秀
賞
2
点
…
賞
金
2
万
円

●
応
募
要
領
）
官
製
は
が
き
、
ま
た
は

は
が
き
大
の
大
き
さ
の
用
紙
に
1
0
0
0
真

四
角
の
大
き
さ
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ

さ
い
。
・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
と
し

国
民
年
金
生
き
が
い
購
座
の

受
講
者
募
集

あ
な
た
の
年
金
の
し
く
み
や
人
生
プ

ラ
ン
を
専
門
の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
年
金
講
座
や
教
護
講
座

健
康
講
座
の
ほ
か
、
社
交
ダ
ン
ス
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
趣
味
の
講
座
と
夕
食
時

に
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
大
懇
親
会
を

開
き
ま
す
。
き
っ
と
楽
し
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す
よ
。

●
会
場
・
日
程

▽
八
女
会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

日
月
5
日
的
～
6
日
㈱

▽
福
間
会
場
　
福
岡
厚
生
年
金
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
　
日
月
1
4
日
㈱
～
1
5
日
働

▽
太
宰
府
会
椙
　
国
民
年
金
保
護
セ
ン

タ
ー
太
宰
府
　
Ⅱ
月
2
0
日
的
～
2
1
日
㈱

●
受
講
料
）
各
会
場
と
も
8
千
円
（
l

泊
3
食
、
懇
親
会
込
）

●
定
員
）
各
会
場
と
も
鳩
人
（
先
着
順
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
県
国

民
年
金
協
会
℡
0
9
2
（
6
2
2
）
6

3

9

8

へ

●
大
型
ポ
ケ
ッ
ト
版

●
小
型
ポ
ケ
ッ
ト
版

●
受
付
期
間
）
平
成
4
年
1
月
6
日
か

ら
2
1
日
ま
で

（
推
薦
入
学
試
験
）

●
一
次
試
験
日
）
平
成
3
年
1
2
月
6
日

●
受
付
劇
間
）
平
成
3
年
Ⅱ
月
1
日
か

ら
鳩
目
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
県
農
業
大
学
校

℡

0

9

2

（

9

2

5

）

2

4

0

3

へ

と
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
評
価
額

を
公
開
し
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
公
開
期
日
）
9
月
1
7
日
（
火
）
か
ら

●
公
開
揚
所
）
役
場
税
務
課
固
定
資
産

税
係

㊨
馳
㊧
芭

平
成
4
年
度

福
岡
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

●
募
集
科
・
定
貝
）
農
業
自
営
科
‥

7
0
人
、
農
業
指
導
科
…
・
・
2
0
人

へ
一
般
入
学
試
験
）

●
一
次
試
験
日
）
平
成
4
年
2
月
4
日

国
定
資
産
税
（
宅
地
の
み
）
の

基
準
地
と
標
準
地
の
評
価
額

を
公
開
し
ま
す
。

平
成
3
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
年
で
す
。
税
務
課
で
は
土
地

の
評
価
替
え
の
基
礎
に
な
っ
た
基
準
地

と
標
準
地
の
一
部
（
7
カ
所
）
の
位
置

海
外
引
損
害
の
皆
さ
ん
へ

－
　
預
か
っ
て
い
ま
す
通
貨
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
　
　
　
－

門
司
説
関
で
は
、
海
外
引
揚
者
の
皆

さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
人
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運

局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

●
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う

ち
、
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の



●場　　所　遠賀町大字広渡字道官

●募集戸数∴第一種（3K）（2階）一戸

●家　　賃　月額29．500円

●共益費　月額4，000円程度

●敷　　金　88，500円（家賃の3カ月分）

●入居資格

○町内に住所または勤務場所を有する人。

○現に同居し、または同居しようとする

親族がある人。

○収入が下表の基準以内の人

●申込み・問い合わせ

総務課管財係　℡（293）1234へ

○入居費削文人基準（給与所得者の場合）

ー9、1

▽
返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ぽ
か
り

で
な
く
、
ご
家
族
、
C
遺
族
の
人
で
も

結
構
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
）
門
司
税
関
監
祝
部
℡

（
3
2
1
）
3
0
3
1
へ

一
日
移
動
職
業
要
定
所
で

求
人
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八
幡
公
共
職

業
安
定
所
）
で
は
、
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
求
人
情
報
紙
の
配
布
や
職
業
興

味
度
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
診
断
し
ま

す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
9
月
2
7
日
（
金
）
の
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
　
ス
ー
パ
ー
　
サ
ン
リ
ブ
折

尾
（
八
幡
西
区
）

●
問
い
合
わ
せ
）
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡

℡

（

6

2

2

）

5

5

6

6

へ

お
米
は
県
知
事
許
可
店
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

米
の
販
売
業
者
（
許
可
店
）
は
県
知
事

か
ら
許
可
を
受
け
、
検
査
と
検
定
を
受

け
た
米
を
品
質
に
応
じ
た
適
正
な
価
格

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
米
は
品
質
の

保
証
さ
れ
た
安
全
な
も
の
を
買
い
ま
し

ょ
、
つ
。

●
許
可
店
を
見
分
け
る
方
法
＝
①
県
知

事
の
許
可
書
を

店
内
の
見
や
す

い
場
所
に
掲
示

し
て
い
ま
す
⑧

許
可
店
で
あ
る

こ
と
を
示
す
標

精
神
障
害
害
と
宗
族
の
集
い

鮨
神
陸
書
保
健
思
想
に
つ
い
て
考
え

理
解
を
深
め
る
「
満
神
障
害
者
と
家
族

の
集
い
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
目
　
時
）
9
月
㌘
日
（
金
）

●
時
　
間
）
1
3
時
0
0
分
か
ら

●
楊
　
所
）
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉

田
字
麻
生
開
）

℡

（

2

0

1

）

4

1

6

1

●
講
　
演
）
　
「
構
神
科
医
か
ら
み
た
家

族
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」

●
講
　
師
）
国
立
小
倉
病
院
精
神
科
医

志
村
　
実
生
　
先
生

議
を
店
頭
に
設
題
し
て
い
ま
す
⑤
チ
ラ

シ
な
ど
に
よ
る
P
R
を
行
う
場
合
に
は

許
可
番
号
を
記
載
し
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
＝
産
業
課
へ

総
会
屋
鬱
で
健
庸
チ
ェ
ッ
ク

総
合
検
診
を
各
地
区
公
民
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。

●
東
和
苑

・
9
月
1
7
日
（
火
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

・
9
月
1
8
日
（
水
）
9
時
～
Ⅱ
時

●
老
　
良

・
9
月
独
白
（
火
）
9
時
～
Ⅱ
時

●
上
別
府

・
9
月
務
田
（
水
）
9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

●
遠
賀
川
（
町
公
民
館
別
館
）

・
9
月
飾
日
（
木
）
9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

献
血
は

身
体
に
や
さ
し
い
成
盆
閏
で

献
血
に
は
2
0
0
訪
、
仰
訪
、
成
分
献
血

の
3
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
成
分
献
血

血
液
中
の
血
し
ょ
う
や
血
小
板
の
み
を

献
血
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
で
、
世

界
各
国
で
広
く
安
全
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て
も
、

人
間
の
血
液
は
、
人
間
の
身
体
以
外
で

つ
く
り
出
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今

日
も
、
明
日
も
、
明
後
日
も
…
患
者
さ

ん
へ
の
輸
血
は
、
永
久
に
私
た
ち
一
人

一
人
の
思
い
や
り
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

献
血
は
人
間
に
し
か
出
来
な
い
、
最

も
尊
い
行
為
な
の
で
す
。

遠
賀
町
で
は
年
に
4
回
献
血
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
献
血
で
は
、
皆

さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
も
左
記
の
と
お
り

献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

●
目
　
時
）
9
月
1
9
日
（
木
）

●
時
　
間
）
9
時
5
0
分
～
1
6
時
（
1
2
時

～
1
3
時
ま
で
は
休
憩
）

●
献
血
方
法
）

・200諦
・細㌶

・
成
分
献
血
（
登
録
制
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
役

場
保
健
衛
生
係
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
）
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明
治
か
ら
昭
和
十
三
、
四
年
に
か
け
て

別
府
は
炭
坑
で
賑
わ
っ
て
お
っ
た
。

●
松
本
　
信
さ
ん
（
大
正
5
年
日
月
1
5
日
生
ま
れ
二
伸
歳
・
別
府
）

三
郎
丸
（
江
藤
氏
宅
）
昔
は
こ
こ
に

別
府
小
学
校
が
あ
っ
た
と
か
、
こ
の
家

に
サ
カ
エ
さ
ん
（
故
人
）
と
い
う
人
が

い
た
。
足
が
悪
か
っ
だ
が
、
と
て
も
上

品
な
人
で
裁
縫
が
上
手
で
近
郷
か
ら
の

仕
立
物
の
注
文
も
多
く
、
姉
や
近
所
の

娘
さ
ん
た
ち
に
教
え
て
い
た
。
焼
鎮
用

の
練
炭
火
鉢
が
あ
っ
て
卵
を
灰
の
中
に

入
れ
頃
合
を
み
て
掘
り
出
し
、
食
べ
る

の
か
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。

柳
野
秀
雄
氏
方
の
庭
先
に
明
治
時
代

の
炭
坑
々
口
が
あ
っ
た
。
赤
練
瓦
造
り

の
馬
蹄
型
斜
坑
口
で
、
農
具
な
ど
の
倉

庫
代
用
に
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
炭
鉱
は

三
好
徳
松
氏
と
い
う
人
が
建
て
た
。

昭
和
十
三
、
四
年
頃
、
現
中
学
校
用
地

に
あ
っ
た
炭
坑
と
は
別
の
も
の
で
設
立

者
は
野
添
芳
尾
氏
で
鉱
長
は
き
っ
ぶ
の

い
い
原
田
清
吉
氏
で
あ
っ
た
。
飯
塚
の

麻
生
多
賀
富
民
が
最
後
に
引
き
受
け
た

炭
鉱
で
あ
る
。

石
松
確
実
氏
（
故
人
）
に
つ
い
て
タ

ン
チ
ャ
ン
と
い
う
愛
称
で
よ
ん
で
い

た
、
こ
の
人
は
一
種
の
道
楽
も
ん
、
御

曹
司
で
、
大
正
末
期
に
、
貨
物
自

動
車
を
購
入
し
て
華
か
に
運
転
し

て
い
た
。
そ
の
頃
村
内
に
自
家
用

車
を
持
っ
た
人
は
な
く
、
運
送
店

の
荷
貸
物
を
多
く
扱
う
業
者
で
す

ら
牛
馬
車
で
運
送
す
る
の
か
関
の

山
で
あ
っ
た
。

よ
く
青
年
男
女
を
荷
台
に
乗
せ

て
髪
を
風
に
藤
か
せ
な
が
ら
頻
爽

と
し
だ
姿
を
見
る
と
幼
な
心
で
も

願
の
種
だ
っ
た
。
し
か
し
時
た
ま

乗
せ
て
も
ら
う
と
嬉
し
か
っ
た
。

国
道
は
ま
だ
な
く
邪
道
を
今
古

賀
か
ら
新
川
（
西
川
）
を
陵
り
本

川
　
（
遠
賀
川
）
　
の
土
手
を
芦
屋

へ
、
と
に
か
く
楽
し
さ
一
ば
い
で
駐
在

巡
査
の
お
答
め
な
し
、
よ
い
時
代
で
あ

った。こ
の
事
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
は
奇
妙
で

キ
ヨ
ン
ロ
キ
ョ
ン
ロ
と
音
を
た
て
て
走

っ
て
い
た
。
始
動
の
時
は
前
エ
ン
ジ
ン

に
ハ
ン
ド
ル
を
入
れ
五
～
十
回
位
回
し

て
始
動
し
て
い
た
。

昭
和
二
年
頃
か
ら
国
道
（
現
県
道
）

建
設
が
計
画
さ
れ
島
門
村
は
千
代
丸
口

か
ら
別
府
、
今
古
賀
、
遠
賀
川
、
広
漠

と
は
ぽ
直
線
に
近
く
決
定
し
た
よ
う
で

民
家
へ
の
影
響
は
な
く
丘
陵
地
帯
の
畑

と
田
が
通
床
に
な
っ
た
位
と
思
う
。
最

初
に
古
川
橋
、
西
川
橋
、
遠
賀
川
橋
の

架
橋
工
事
だ
っ
た
。
別
府
で
は
今
泉
神

社
、
安
藤
餐
蜂
屋
、
天
理
教
の
あ
る
所

は
小
高
い
丘
続
き
で
あ
り
、
柳
野
秀
雄

氏
宅
の
附
近
か
ら
古
川
氏
附
近
ま
で
と

北
側
の
現
中
学
校
全
域
は
丘
陵
地
続
の

畑
で
あ
っ
た
。
ま
ず
東
側
の
方
か
ら
ト

ロ
ッ
コ
線
が
放
か
れ
鶴
隣
で
土
く
れ
を

掘
り
お
こ
し
、
ト
ロ
ッ
コ
に
積
ま
れ
て

徐
々
に
東
に
東
に
と
田
が
埋
立
て
ら
れ

直
線
道
路
の
姿
に
な
っ
た
。
そ
し
て
別

府
も
丘
陵
地
が
切
割
ら
れ
南
北
に
区
分

さ
れ
た
。
遠
賀
川
橋
ま
で
三
年
の
歳
月

を
要
し
た
と
思
う
。
こ
の
工
事
で
遠
賀

川
に
あ
っ
た
大
き
な
二
つ
の
池
も
埋
立

て
ら
れ
、
我
が
家
も
北
側
の
一
郭
を
畑

と
し
て
耕
作
し
て
い
た
。

こ
の
国
道
の
開
通
に
よ
っ
て
従
来
の

郡
道
筋
は
製
造
と
化
し
寂
れ
つ
つ
あ
り

逆
に
国
道
筋
に
は
公
庁
舎
、
商
店
、
住

宅
が
建
ち
な
ら
び
今
日
の
繁
栄
の
基
盤

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
公
会
堂
の
広
場
で
大
相
撲
の

巡
業
が
あ
っ
て
父
親
に
連
れ
ら
れ
、
見

物
に
行
っ
た
。
当
時
の
花
形
力
士
出
羽

ケ
徴
と
い
う
お
角
カ
さ
ん
の
横
に
立
っ

た
ら
彼
の
片
足
よ
り
小
さ
く
、
彼
が
歩

い
て
い
る
と
地
軸
が
揺
れ
る
よ
う
で
、

と
に
か
く
驚
い
た
事
が
印
象
に
残
る
。

今
日
で
も
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
る
と
思

い
出
す
。

日
ノ
出
橋
（
頓
野
寄
り
）
北
側
の
河

川
敷
で
、
日
本
で
初
め
て
の
女
性
飛
行

士
、
木
部
シ
ゲ
ノ
　
（
当
時
二
十
五
議

位
）
さ
ん
が
、
今
で
い
う
航
空
シ
ョ
ー

を
し
た
。
陸
軍
甲
式
四
型
単
座
戦
闘
機

を
使
い
実
に
見
事
な
高
等
曲
技
を
披
露

し
て
く
れ
索
晴
し
か
っ
た
。
己
れ
も

飛
行
機
乗
り
に
な
ろ
う
か
な
と
思
っ

た
？
。
彼
女
は
戦
中
、
帝
都
上
空
を
軽

減
体
制
飛
行
中
誤
っ
て
皇
居
上
空
を
通

過
し
た
と
か
の
お
答
め
を
受
け
た
と
か

聞
い
た
が
昭
和
五
十
五
年
、
八
十
歳
位

で
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
、
豊
前
八
屋
の

人
で
あ
る
。

ま
た
、
山
都
の
家
か
ら
日
ノ
出
橋
、

境
野
寄
り
の
土
手
を
中
島
橘
、
新
入
、

知
古
と
約
十
キ
ロ
位
を
同
級
生
二
、
三

人
で
よ
く
走
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

四
日
回
国

二
度
目
の
大
規
模
火
砕
流
に
見
舞
わ

れ
、
過
去
に
例
の
な
い
長
期
避
難
を
や

む
な
く
さ
れ
て
い
る
雲
仙
・
普
賢
岳
の

住
民
。
こ
ん
な
申
、
遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
全
会
員
約
千
五
百
人
に
呼
び

か
け
、
約
3
8
万
円
も
の
義
援
金
を
集
め

町
に
寄
託
、
深
江
町
に
寄
付
を
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
年
金
生
活
者
。
そ
の

中
か
ら
少
し
で
も
カ
に
な
り
た
い
と
集

め
ら
れ
た
お
金
で
あ
る
。
金
額
よ
り
も

こ
の
気
持
ち
が
何
よ
り
力
強
く
感
じ
ら

れ
た
。
▼
超
高
齢
化
社
会
を
目
前
に
町

で
は
「
福
祉
の
里
」
構
想
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
町
老
連
が
届
け
た
避
難
住
民

へ
の
「
思
い
や
り
」
。
今
、
私
た
ち
は

こ
の
、
相
手
の
立
場
に
た
っ
た
「
思
い

や
り
」
を
お
年
寄
り
へ
届
け
る
時
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
（
池
ボ
ウ
）


